


国
保
加
入
の
70
歳
以
上
の
人

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
70
歳
以
上
の
人
が
入
院
し
た
と
き

の
食
事
代
等
や
医
療
費
の
自
己
負
担

額
に
つ
い
て
は
、
同
じ
世
帯
の
世
帯

主
お
よ
び
国
保
被
保
険
者
が
住
民
税

非
課
税
の
場
合
、「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
減

額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
判
定
の
基
準
と
な
る
対
象
年

度
が
８
月
１
日
で
切
り
替
わ
っ
た
た

め
、
前
述
の
条
件
に
該
当
さ
れ
る
人

は
、
被
保
険
者
証
、
印
鑑
を
お
持
ち

の
う
え
、
市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
窓
口
係
で
認
定

証
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
随
時
受
付
け
ま
す
。
な
お
、

認
定
証
は
申
請
を
行
っ
た
月
の
初
日

か
ら
有
効
で
す
。

ま
た
、
過
去
12
ヵ
月
に
お
い
て
90

日
を
超
え
る
入
院
を
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
入
院
期
間
を
証
明
で
き
る
書

類
（
領
収
書
等
）
を
併
せ
て
持
参
願

い
ま
す
。

国
保
加
入
の
70
歳
未
満
の
人

70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
も
、
同

じ
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保

険
者
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
、
同

様
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
食

事
代
等
が
減
額
さ
れ
る
ほ
か
、
入
院

の
場
合
の
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

も
一
定
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
で
な
い
人

に
つ
い
て
も
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
を
医
療
機
関
で
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払

い
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
70
歳
以
上
の

人
と
同
様
に
市
民
課
国
保
年
金
医
療

係
ま
た
は
各
支
所
地
域
窓
口
係
に
て

認
定
証
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
、
保
険
料
（
税
）
に
未
納
が
あ
る

と
き
は
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
支
給
対
象

薬
局
に
お
い
て
院
外
処
方
で
支
払

っ
た
一
部
負
担
金
は
、
そ
の
処
方
せ

ん
を
発
行
し
た
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
一
部
負
担
金
と
合
わ
せ
て
計
算
さ

れ
ま
す
。
こ
の
合
算
も
含
め
、
高
額

療
養
費
支
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ

番
組
モ
ニ
タ
ー
募
集

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
は
、
自
主
制

作
番
組
を
中
心
に
、
番
組
に
対
し
て

の
感
想
や
意
見
を
報
告
し
て
い
た
だ

く
「
番
組
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

放
送
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識

は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
自
由
な
立
場

で
感
じ
た
ま
ま
を
毎
月
１
回
報
告
い

た
だ
き
、
感
想
・
意
見
等
を
参
考
に

番
組
内
容
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
モ
ニ
タ
ー
の
内
容

番
組
に
対
す
る
感
想
や
意
見
を
毎

月
手
紙
や
電
子
メ
ー
ル
等
で
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
地

区
の
行
事
、
話
題
等
の
情
報
提
供

や
、
放
送
内
容
の
協
議
・
検
討
会

も
予
定
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

市
内
在
住
で
、
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ

加
入
世
帯
の
人
（
小
学
生
以
上
）

■
委
嘱
期
間

平
成
20
年
10
月
か
ら
１
年
間

■
募
集
人
数

10
人
以
内
（
長
門
地
区
４
人
、
三

隅
・
日
置
・
油
谷
地
区
各
２
名
）

■
モ
ニ
タ
ー
料
　
謝
礼
金
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
期
間
中
は
基
本
利
用
料

を
半
額
免
除
し
ま
す

■
応
募
方
法
　
ほ
っ
ち
ゃ
制
作
番
組

（
ア
ナ
ロ
グ
１
ch
、
デ
ジ
タ
ル
12

ch
）
の
感
想
を
400
字
程
度
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
送
付

※
応
募
内
容
等
個
人
情
報
は
モ
ニ
タ

ー
選
考
に
の
み
使
用
し
ま
す

■
送
付
先
　

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
2366
‐
11

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
番
組
モ
ニ
タ
ー
係

■
申
込
締
切
　
８
／
31
（日）（
消
印
有
効
）

■
発
表
　
公
募
選
考
委
員
会
で
審
議

し
、
結
果
は
決
定
者
に
の
み
文
書

で
９
月
末
日
ま
で
に
連
絡
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

（
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
）

TEL
23
‐
１
５
４
１

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

■
対
象
者
　
20
歳
以
上
の
在
宅
の
重

度
障
害
者
。
た
だ
し
、
身
体
障
害

者
療
護
施
設
等
の
施
設
に
入
所
し

て
い
る
人
、
病
院
や
診
療
所
に
３

ヵ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
概
ね
１
級
・

２
級
程
度
の
異
な
る
障
害
が
重
複

し
て
い
る
人
。
ま
た
は
こ
れ
ら
の

障
害
と
日
常
生
活
で
の
動
作
お
よ

び
行
動
が
困
難
で
、
常
時
介
護
を

要
す
る
精
神
の
障
害(

最
重
度
の

知
的
障
害)

が
重
複
し
て
い
る
人

②
①
の
身
体
障
害
ま
た
は
精
神
障

害
と
身
体
障
害
者
手
帳
の
概
ね
３

級
程
度
の
障
害
、
ま
た
は
日
常
生

活
で
の
動
作
お
よ
び
行
動
が
著
し

く
困
難
な
状
態
に
あ
る
知
的
障
害

も
し
く
は
精
神
の
障
害
が
重
複
し

て
い
る
人

③
両
上
肢
、
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
機

能
の
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

概
ね
１
級
・
２
級
程
度
の
障
害
が

あ
り
、
か
つ
、
日
常
生
活
動
作
を

行
う
の
に
著
し
い
困
難
の
あ
る
人

④
精
神
の
障
害
で
日
常
生
活
で
常
時

介
護
を
要
す
る
程
度
以
上
の
障
害

ま
た
は
最
重
度
の
知
的
障
害
が
あ

っ
て
、
日
常
生
活
で
動
作
や
行
動

に
著
し
い
困
難
の
あ
る
人

■
所
得
制
限

本
人
ま
た
は
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
受
給
権
者
の
所
得
に

は
、
非
課
税
の
障
害
者
基
礎
年
金

等
を
含
み
ま
す

■
支
給
額
　
２
６
、
４
４
０
円
／
月

(

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在)

障
害
児
福
祉
手
当

■
対
象
者
　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
重

度
障
害
児
。
た
だ
し
、
肢
体
不
自

由
児
施
設
等
の
施
設
に
入
所
し
て

い
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
概
ね
１
級
・

２
級
程
度
の
身
体
機
能
の
障
害
が

あ
る
人

②
身
体
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に

わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状

が
あ
り
、
そ
の
状
態
が
、
①
と
同

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
、
日
常
生

活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人

③
最
重
度
の
知
的
障
害
の
あ
る
人
ま

た
は
精
神
の
障
害
の
あ
る
人
で
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
程
度
以
上
の
人

④
身
体
の
障
害
も
し
く
は
病
状
ま
た

は
重
度
の
知
的
障
害
も
し
く
は
精

神
の
障
害
が
重
複
す
る
人
で
、
そ

の
状
態
が
①
、
②
、
③
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
る
人

■
所
得
制
限

本
人
ま
た
は
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
人
が
障
害

を
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て

い
る
と
き
も
同
様
で
す

■
支
給
額
　
１
４
、
３
８
０
円
／
月

(

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在)

現
況
届

現
在
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害

児
福
祉
手
当
の
受
給
者
の
み
な
さ

ん
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
９
月
10
日
（水）
ま
で

に
必
要
書
類
を
本
庁
高
齢
障
害
課

ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
出
張

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
障
害
課
障
害
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
３

農
業
委
員
会
委
員

農
業
委
員
会
の
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
会
　
長
】

脇
坂
　
泰
行
（
東
深
川
田
屋
）

【
会
長
職
務
代
理
者
】

松
岡
　
芳
文（油

谷
向
津
具
下
大
和
）

【
委
　
員
】

（
長
門
選
挙
区
）

金
谷
　
和
夫
（
東
深
川
田
屋
）

小
野
　
良
一
（
東
深
川
下
郷
）

野
村
　
元
宏
（
西
深
川
開
作
）

岡
本
　
芳
昌
（
西
深
川
境
川
）

國
近
　
博
清
（
深
川
湯
本
大
河
内
）

岡
本
　
隆
美
（
渋
木
中
）

岡
藤
　
嘉
壽
（
真
木
）

末
岡
　
靖
昭
（
俵
山
木
津
）

西
村
　
雪
廣
（
俵
山
黒
川
）

小
林
　
照
雄
（
俵
山
上
安
田
）

（
三
隅
選
挙
区
）

安
村
　
清
美
（
三
隅
中
三
隅
中
村
）

槌
田
　
　
誠
（
三
隅
下
二
条
窪
）

藤
村
　
憲
彦
（
三
隅
上
宗
頭
）

下
瀬
　
哲
夫
（
三
隅
中
津
雲
）

田
中
　
　
勤
（
三
隅
上
下
中
小
野
）

大
野
　
耕
作
（
三
隅
下
沢
江
）

（
日
置
選
挙
区
）

木
村
　
正
雄
（
日
置
上
茅
刈
）

尾
　
　
和
生
（
日
置
中
東
坂
本
）

林
　
　
勇
治
（
日
置
中
西
坂
本
）

岡
藤
　
正
作
（
日
置
下
川
原
）

宮
垣
　
昌
介
（
日
置
中
長
行
）

（
油
谷
選
挙
区
）

笹
尾
　
善
憲

（
油
谷
蔵
小
田
下
蔵
小
田
）

上
田
　
弘
文
（
油
谷
伊
上
岡
）

松
尾
　
　
昭
（
油
谷
久
富
植
松
）

岡
嶋
　
待
司（油

谷
向
津
具
上
白
木
）

山
本
與
四
郎
（
油
谷
新
別
名
大
迫
）

濱
村
　
弘
志
（
油
谷
後
畑
大
畠
）

竹
森
　
　
茂
（
油
谷
河
原
芝
崎
）

（
市
議
会
選
出
）

藤
村
　
勇
次
（
三
隅
下
久
原
）

小
野
　
明
子
（
深
川
湯
本
河
原
）

野
中
　
保
志
（
日
置
中
小
野
地
）

花
岡
敬
太
郎
（
油
谷
蔵
小
田
中
畑
）

（
農
業
協
同
組
合
選
出
）

兼
頭
　
　
勉
（
三
隅
中
下
中
小
野
）

（
養
鶏
協
同
組
合
選
出
）

池
永
　
和
昭
（
油
谷
伊
上
大
江
）

（
共
済
組
合
選
出
）

藤
田
　
孝
雄
（
三
隅
下
上
ゲ
）

（
土
地
改
良
区
選
出
）

日
坂
　
　
勲
（
油
谷
久
富
稲
石
）

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

TEL
23
‐
１
１
６
５

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

山
口
県
知
的
障
害
者

更
生
相
談
所
巡
回
相
談

18
歳
以
上
の
知
的
障
害
の
あ
る
人

を
対
象
と
し
た
巡
回
相
談
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

９
／
26
（金）10：

00
〜
14：

30

■
場
所
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
療
育
手
帳
相
談
、
保
健
相

談
等
（
要
事
前
予
約
）

■
持
参
す
る
も
の

療
育
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

障
害
基
礎
年
金
証
書
等

■
予
約
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
障
害
課
障
害
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
３

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
策
と
し

て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
開
所
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
に
お
い
て
育
児
の
援
助
を
受
け
た

い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
援
助
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
人
（
提
供
会
員
）

が
会
員
と
な
り
助
け
合
う
会
員
組
織

で
す
。

現
在
、
11
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に

向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、
依
頼
会

員
と
提
供
会
員
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ま
と
ま
っ
た
数
の
会
員

が
確
保
で
き
れ
ば
、
11
月
を
待
た
ず

に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
早
く

対
応
す
る
た
め
に
も
、
お
早
め
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

制
度
の
内
容
等
く
わ
し
く
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
児
童
相
談
室
が
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
ま
し
た

こ
れ
ま
で
市
役
所
地
域
福
祉
課
内

に
設
置
し
て
い
た
家
庭
児
童
相
談
室

が
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

内
に
移
動
し
ま
し
た
。
移
動
に
伴
い

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
地
域
福
祉
課
こ
ど
も
未
来
室

TEL
23
‐
１
１
５
６

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

TEL
23
‐
１
０
１
１

FAX
23
‐
１
０
１
３

・
長
門
市
家
庭
児
童
相
談
室

TEL
23
‐
１
０
１
２

※
家
庭
児
童
相
談
室
へ
の
休
日
・
夜

間
の
連
絡
先

TEL
22
‐
２
１
１
１
　

■
開
催
日

８
／
20
（水）

■
場
所

ウ
ェ
ー
ブ
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
受
付
時
間

・
10：

30
〜
12：

00

・
13：

15
〜
16：

00

■
内
容

・
200
ml
・
400
ml
献
血

・
東
深
川
保
育
園
児
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
10：

15
〜
）

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
占
い

・
栄
養
相
談

■
そ
の
他

・
献
血
協
力
者
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
５



不
動
産
の
公
売

市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
処
分
と

し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
、
入

札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

■
入
札
日
時

・
９
／
18
（木）

10：

00

受
付
開
始

10：

30

入
札
開
始

※
入
札
開
始
以
降
の
入
場
は
で
き
ま

せ
ん

■
入
札
場
所

市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

■
公
売
物
件
　
土
地

油
谷
新
別
名
130
‐
１

田
３
、
２
７
７
㎡

見
積
価
格

54
万
円

公
売
保
証
金
　
６
万
円

■
そ
の
他

・
公
売
物
件
は
買
受
適
格
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
土
地
改

良
区
の
運
営
賦
課
金
、
償
還
金
等

が
土
地
改
良
区
か
ら
請
求
さ
れ
ま

す
・
市
税
な
ど
の
納
付
が
あ
っ
た
場
合

中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
不
動
産
の
買
受
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
必
ず
備
え
付
け
の
資
料
を
ご

理
学
療
法
週
間
イ
ベ
ン
ト

理
学
療
法
っ
て
何
だ
ろ
う
？

山
口
県
理
学
療
法
士
会
で
は
、
理

学
療
法
週
間
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
理
学
療
法
に
興
味
が
あ
る
人
、

自
分
の
体
力
が
気
に
な
る
人
に
ス
タ

ッ
フ
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
／
24
（日）11：

00
〜
15：

00

■
場
所
　
ウ
ェ
ー
ブ
地
下
１
Ｆ

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■
内
容

日
常
生
活
活
動
テ
ス
ト
（
問
診
）、

体
力
測
定
、
測
定
後
の
判
定
、
転

倒
予
防
体
操
指
導
、パ
ネ
ル
展
示
、

山
口
県
人
権
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
た
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
め
ざ

し
て
、
人
権
問
題
を
身
近
に
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
人
権
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

８
／
30
（土）10：

00
〜
15：

30

■
場
所

ス
タ
ー
ピ
ア
下
松

■
内
容

降
松
星

く
だ
ま
つ
ほ
し

太
鼓
演
奏
、
人
権
ポ
ス
タ

ー
表
彰
式
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
、
ち
ひ
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演

な
ど

■
講
演

・
演
題
　
車
椅
子
か
ら
の
出
発

・
講
師
　
鈴
木
ひ
と
み
　
さ
ん
　

■
参
加
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
環
境
生
活
部
人
権
対
策
室

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
８
１
０
　

山
口
県
障
害
者

技
能
競
技
大
会

障
害
者
の
職
業
能
力
の
開
発
を
促

進
し
、社
会
の
理
解
と
認
識
を
高
め
、

そ
の
雇
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

10
／
12
（日）

■
場
所

維
新
百
年
記
念
公
園
、
山
口
能
力

開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限

９
／
８
（月）

■
そ
の
他
　
参
加
資
格
、競
技
種
目
、

申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

（社）
山
口
県
雇
用
開
発
協
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
６
７
４
９
　

司
法
書
士
無
料

成
年
後
見
相
談
会

（社）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
「
司
法
書
士
無
料
成
年
後

見
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象

高
齢
者
、
障
害
者
お
よ
び
こ
れ
ら

の
人
を
支
え
る
家
族
、
支
援
者
、

福
祉
関
係
者
、
一
般
市
民

■
相
談
内
容

成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
（
財
産

管
理
、
身
上
監
護
を
中
心
に
高
齢

者
、障
害
者
が
抱
え
る
問
題
全
般
）

■
相
談
方
法

９
／
１
（月）
〜
30
（火）
の
間
で
相
談
者

が
希
望
す
る
日
時
に
当
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
（
司
法
書
士
）
が
訪
問

し
、
相
談
を
受
け
ま
す

（
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
）

■
予
約
方
法

電
話
に
よ
る
予
約
ま
た
は
相
談
者

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相

談
内
容
、
希
望
す
る
日
時
と
場
所

を
明
記
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
に

て
予
約

■
予
約
受
付
期
限

９
／
19
（金）
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
９：

00
〜
17：

00
）

■
予
約
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0048
山
口
市
駅
通
り
２
‐
９
‐
15

山
口
県
司
法
書
士
会
館
内

（社）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
支
部

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
２
２
０

FAX
０
８
３
‐
９
２
１
‐
０
４
７
５
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
・

相
談
を
受
け
付
け
ま
す

山
口
県
国
民
健
康
保
険
連
合
会
で

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
・

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

困
っ
た
、
納
得
が
い
か
な
い
、
不

正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い

る
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

危
険
物
取
扱
者
試
験（

後
期
）

■
試
験
種
類

甲
種
、
乙
種
、
丙
種

■
受
験
願
書
の
受
付
期
間

９
／
10
（水）
〜
26
（金）

■
試
験
日

11
／
16
（日）

■
試
験
会
場

・
乙
種
第
４
類
　
長
門
総
合
病
院

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階

（
乙
種
第
４
類
以
外
の
試
験
は
全
て

市
外
で
実
施
さ
れ
ま
す
）

※
試
験
時
間
と
試
験
会
場
は
試
験
種

類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
、
く
わ
し

く
は
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
受
験
資
格

・
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す

・
乙
種
・
丙
種
は
資
格
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん

■
併
願
受
験

試
験
時
間
が
異
な
る

場
合
は
併
願
受
験
が
で
き
ま
す

■
試
験
準
備
講
習
会

今
回
は
長
門

市
で
の
講
習
会
は
行
い
ま
せ
ん

■
そ
の
他

受
験
願
書
は
消
防
本
部

予
防
課
危
険
物
係
お
よ
び
西
消
防

署
に
あ
り
ま
す
。

■
願
書
受
付
・
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

TEL
22
‐
５
２
９
６

進
路
紹
介
（
県
内
養
成
校
の
情
報

提
供
）、
グ
ッ
ズ
配
布
な
ど

■
参
加
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

岡
田
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
（
久
島
）

TEL
23
‐
０
０
３
６

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
秘

密
は
守
り
ま
す
。

■
相
談
電
話

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
１
０
１
０

■
受
付
時
間

９：

00
〜
17：

00

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

介
護
保
険
課
介
護
保
健
班

TEL
０
８
３
‐
９
２
５
‐
２
６
９
７

覧
の
う
え
、
現
地
調
査
す
る
な
ど

し
て
入
札
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
徴
収
対
策
室

TEL
23
‐
１
１
２
６

瑞
寶
單
光
章
（
消
防
功
労
）

上
岡
康
雄
さ
ん

享
年
73
歳
（
油
谷
新
別
名
東
大
坊
）

死
亡
叙
勲



８月は
市・県民税
の納期月です。

９月１日（月）が納期限になっ
ていますので、早めに納付をお
願いします。また、９月１日が
口座振替日になっていますの
で、残高確認をお願いします。

飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
資
金

（
農
業
近
代
化
資
金
）

山
口
県
で
は
、
配
合
飼
料
価
格
の

上
昇
が
続
く
な
か
で
、
新
た
に
「
飼

料
価
格
高
騰
対
策
支
援
資
金
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

■
対
象

輸
入
飼
料
か
ら
自
給
飼
料

へ
の
転
換
等
に
よ
る
経
営
の
構
造

改
善
に
取
り
組
む
畜
産
農
家
（
法

人
含
む
）

■
資
金
の
使
途
　
家
畜
の
育
成
等
に

要
す
る
経
費
（
飼
料
購
入
経
費
、

資
材
費
、
素
畜
費
等
）

■
制
度
概
要
・
融
資
条
件

・
限
度
額
　
500
万
円（
融
資
率
100
％
）

・
貸
付
利
率
　
0.5
％

・
償
還
期
間
　
３
年
以
内

（
据
置
期
間：

１
年
以
内)

・
そ
の
他
　
飼
料
作
物
の
生
産
拡
大

を
は
じ
め
、
稲
わ
ら
等
農
場
副
産

物
の
活
用
促
進
や
食
品
残
さ(

エ

コ
フ
ィ
ー
ド)

の
利
用
拡
大
等
に

よ
る
「
経
営
合
理
化
計
画
」
の
策

定
が
必
要
で
す

■
融
資
機
関

農
協
等
の
民
間
金
融
機
関

■
借
入
手
続
の
流
れ

①
借
入
希
望
者
が
「
経
営
合
理
化
計

画
」
の
ほ
か
必
要
書
類
を
作
成
し

て
融
資
機
関
へ
提
出

②
融
資
機
関
が
、
市
・
県
へ
利
子
補

給
を
申
請

③
市
・
県
で
内
容
を
審
査
し
、
利
子

補
給
を
承
認

④
融
資
機
関
が
資
金
を
貸
付
け

■
実
施
期
間

平
成
21
年
３
／
31
ま
で

■
そ
の
他

・
家
畜
飼
料
特
別
支
援
資
金
や
農
林

漁
業
金
融
公
庫
資
金
で
も
、
飼
料

購
入
経
費
等
の
運
転
経
費
の
借
り

入
れ
が
で
き
ま
す

・「
燃
油
高
騰
対
策
支
援
資
金
」
の

融
資
利
率
も
1.0
％
か
ら
0.5
％
に
引

き
下
げ
ま
し
た
の
で
こ
ち
ら
も
ご

活
用
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
農
林
事
務
所

TEL
37
‐
２
１
５
５

長
門
市
役
所
農
林
課

TEL
23
‐
１
１
３
９

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
多
重
債
務
者
を
対
象
と
し
た
無

料
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

９
／
６
（土）

10：

00
〜
16：

00

■
相
談
電
話
番
号

TEL
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
芸
能
情

報
を
検
索
中
に
い
き
な
り
有
料
サ

イ
ト
に
接
続
し
、「
登
録
さ
れ
ま

し
た
」
と
表
示
が
出
ま
し
た
。
そ

れ
に
加
え
「
２
日
以
内
に
料
金
４

万
８
千
円
を
支
払
え
。
そ
れ
を
過

ぎ
る
と
８
万
円
に
な
る
」
と
の
表

示
も
あ
り
ま
し
た
。
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

高
年
齢
者
雇
用
確
保
の
措
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ま
、
高
年
齢
者
雇

用
確
保
の
措
置
は
も
う
お
済
み
で
す

か
。
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
平
成

18
年
４
月
１
日
に
改
正
さ
れ
、
65
歳

未
満
の
定
年
の
定
め
を
し
て
い
る
事

業
主
は
、
高
年
齢
者
の
65
歳
ま
で
の

安
定
し
た
雇
用
の
確
保
に
向
け
て
、

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
の

措
置
を
講
じ
な
け
れ
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
未
対
応
の
事
業

主
に
お
い
て
は
、
一
日
も
早
い
措
置

の
実
施
が
必
要
で
す
。

①
定
年
の
引
き
上
げ

②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
（
労
使
協

定
に
よ
り
基
準
を
定
め
た
場
合

は
、
希
望
者
全
員
を
対
象
と
し
な

い
制
度
も
可
）

③
定
年
の
定
め
の
廃
止

■
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
７
１
４

電
子
商
取
引
で
は
、
事
業
者

側
が
消
費
者
の
意
志
を
確
認
す
る

た
め
の
画
面
を
設
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
契
約
意
志
の
確

認
画
面
も
な
く
、
突
然
、
会
員
登

録
料
金
を
請
求
さ
れ
た
の
で
あ
れ

ば
、
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
た
め
、
料
金
を
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
わ
て
て
事
業
者
に
連
絡
を
取

る
こ
と
は
、
住
所
や
氏
名
、
電
話

番
号
な
ど
新
た
な
個
人
情
報
を
知

ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
絶
対
に

避
け
ま
し
ょ
う
。

頻
繁
に
請
求
が
来
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
え

る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
市
民
活
動
推
進
室

TEL
23
‐
１
１
１
５

「インターネットの
有料サイトトラブル」

就
職
支
援

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

就
職
活
動
で
の
疑
問
や
問
題
、
悩

み
な
ど
に
つ
い
て
、
就
職
支
援
の
専

門
家
が
１
対
１
の
面
談
に
よ
り
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
実
施
日

第
２
・
４
木
曜
日
（
女
性
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る「
女
性
相
談
デ
ー
」

（
女
性
優
先
）
は
第
４
木
曜
日
）

■
場
所

山
口
県
県
民
局

（
山
口
県
萩
総
合
庁
舎
内
）

■
対
象
　
県
内
に
居
住
し
、
現
在
求

職
活
動
中
の
人

■
面
談
時
間
　
70
分
程
度

■
定
員

１
日
に
つ
き
５
人

■
参
加
料

無
料

■
そ
の
他

・
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
萩
県

民
局
へ
お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い

・
こ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
具
体
的

な
仕
事
の
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
を
直

接
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
県
民
局

TEL
０
８
３
８
‐
２
１
‐
０
０
５
１

８
月
５
日
、
全
国
大
会
に
出
場

す
る
選
手
の
激
励
会
が
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
・
大
会
名
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
／
８
月

７
〜
10
日
／
愛
媛
県
伊
予
市

金
本
江
里
子
（
長
門
高
３
年
）

周し
ゅ
う

思
　

し
び
ょ
う

（
長
門
高
２
年
）

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す▲ 金本江里子さん▲ 周　思　さん

■
内
容

消
費
者
金
融
・
信
販
会

社
・
銀
行
等
へ
の
返
済
で
お
困
り

の
人
に
、
債
務
整
理
手
続
や
司
法

書
士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、
問
題

解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
担
当：

松
井
）

TEL
０
８
３
５
‐
２
２
‐
６
５
３
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
（
建
退

共
制
度
）
は
、
建
設
現
場
で
働
く
人

の
た
め
に
、
国
が
作
っ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

事
業
主
が
、
労
働
者
の
共
済
手
帳

に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な

る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
制
度
の
特
色
　

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
税
法
上
全
額
非
課
税
で
す

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
計
算
さ
れ
ま
す

中
小
企
業
退
職
金共済

制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中

退
共
制
度
）
は
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の

退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金
助
成
や
税

法
上
の
優
遇
な
ど
有
利
な
特
典
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
安
全
・
確
実
な
中
退

共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
制
度
の
特
色
　

・
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
で
す

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す

■
掛
金
　
日
額
　
310
円

■
問
い
合
わ
せ

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

山
口
県
支
部

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
９
４
６
６

h
ttp
://w

w
w
.ke
n
ta
ikyo

.
ta
isyo

ku
kin
.g
o
.jp
/

18
歳
未
満
の
ア
ル
バ
イ
ト

雇
用
に
つ
い
て

18
歳
未
満
の
人
を
ア
ル
バ
イ
ト
で

雇
用
す
る
場
合
、
労
働
基
準
法
等
に

よ
り
次
の
よ
う
な
定
め
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
山
口
労
働
局
労
働

基
準
部
監
督
課
ま
た
は
萩
労
働
基
準

監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務

②
１
時
間
657
円
以
上
の
賃
金
支
払
い

義
務

③
残
業
・
休
日
出
勤
の
禁
止

④
深
夜
労
働
の
禁
止

⑤
危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
禁
止

■
問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
０

萩
労
働
基
準
監
督
署

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
７
５
０

第
１
回
「
家
庭
の
日
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「
家
庭
の
日
」
運
動
の
一
環
と
し

て
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
や
絆
を
深
め

る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
の
大
切
さ
を

広
く
市
民
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
目

的
に
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
ま
す
。

■
募
集
テ
ー
マ
　
家
庭
の
だ
ん
ら

ん
・
家
族
の
ふ
れ
あ
い

■
募
集
期
間

９
／
１
（月）
〜
10
／
31
（金）

■
応
募
資
格

市
内
在
住
の
人

■
応
募
概
要

・
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
写
真
で
プ
リ

ン
ト
し
た
も
の

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
可
（
合
成
し
た

も
の
は
不
可
）

・
サ
イ
ズ
は
キ
ャ
ビ
ネ
（
２
Ｌ
）
以

上
四
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
四
つ
切
り

可
）
ま
で

・
１
人
５
点
ま
で

■
賞
　
一
般
の
部
・
中
学
生
以
下
の

部
各
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２

点
、
入
選
３
点

■
応
募
方
法
　
市
内
各
公
民
館
に
備

え
付
け
の
応
募
票
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
品
１
点
ご
と
に
貼
付

の
う
え
、
下
記
応
募
先
に
送
付

■
応
募
上
の
注
意
き
　

・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

・
肖
像
権
侵
害
等
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
の
責
任
で
対
処
の
こ
と

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
ま
す

・
入
賞
作
品
は
展
示
の
ほ
か
、
情
報

誌
等
に
活
用
し
ま
す
。
入
賞
作
品

の
広
報
に
際
し
て
は
住
所
と
氏
名

を
公
表
し
ま
す

・
入
賞
作
品
は
、
ネ
ガ
、
デ
ー
タ
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
（
年
度
末

に
返
却
し
ま
す
）

■
審
査
・
発
表

審
査
会
で
審
査
を

行
い
、
入
選
者
に
通
知
し
ま
す

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
2660
‐
４

長
門
市
教
育
委
員
会
団
体
事
務
室
内

長
門
市
青
少
年

健
全
育
成
市
民
会
議
事
務
局

TEL
23
‐
１
１
７
３

・
管
理
が
簡
単
で
す

■
問
い
合
わ
せ

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

TEL
０
３
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１



白の闇
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視界が真っ白になる原
因不明の病。突如蔓延し
た伝染病は、すべての
人々から視力を奪ってい

く。「なにも見えない」「だれにも見られてい
ない」ことで人間の本性がむき出しになり、
崩壊していく秩序。しかし、そこへ、ただひ
とり目の見える女性が現れ…。
１１月に劇場公開予定。

さ
い
鎮
子

ち

ん

し

で
あ
っ
た
も
の
が
や
が
て
石
造
で

大
型
の
獅
子
と
犬
の
合
体
獣
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
阿あ

、
吽う

ん

を
表
す
像
と
し
て
神
殿
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
熊
野
権
現
社
の
狛
犬
（
市
指
定
文
化

財
）
は
高
さ
約
五
十
三
cm
、
右
が
阿
像

あ

ぞ

う

、
左

が
吽
像

う

ん

ぞ

う

で
あ
る
。
応
永
年
間
（
一
四
一
〇
頃
）

出
雲
地
方
の
住
人
慶
載

け

い

さ

い

が
献
納
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
に
は
「
ナ
ギ
」

の
木
（
市
指
定
文
化
財
）
が
あ
る
。

ナ
ギ
は
マ
キ
科
の
常
緑
高
木
で
温
暖
地
に

自
生
し
、
高
さ
二
〇
ｍ
以
上
に
も
な
る
。
別

名
チ
カ
ラ
シ
バ
と
も
い
う
が
、
こ
れ
は
、
葉

の
繊
維
が
縦
に
走
っ
て
い
て
、
ち
ぎ
れ
に
く

い
か
ら
で
あ
る
。
通
常
、
庭
木
と
し
て
植
え

る
が
熊
野
神
社
で
は
神
木
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
俗
習
と
し
て
ナ
ギ
が
海
の
凪な

ぎ

に
通
じ
、

船
乗
り
に
は
「
お
守
り
」
と
な
り
葉
を
持
ち

乗
船
し
て
災
難
除
け
に
し
た
と
い
う
。

人
生
を
変
え
た
本
、
忘
れ
ら
れ
な
い
本
、
大

好
き
な
本
…
な
ど
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
に
紹

介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
応
募
資
格
】

市
内
の
小
学
生
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

応
募
用
紙
は
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
字
数

は
本
文
400
字
程
度
。
自
作
で
未
発
表
の
も
の
。

推
薦
す
る
本
の
タ
イ
ト
ル
、
編
著
者
名
、
出

版
社
と
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
本
文
の
枠
外
も
し
く
は
別

用
紙
に
記
入
（
小
・
中
学
生
は
学
校
名
と
学
年

を
明
記
）。

【
締
め
切
り
】

９
月
３
日
（水）
必
着
　
※
郵
送
ま
た
は
持
参

【
表
彰
】

小
・
中
学
生
の
部
　
入
賞
10
点
以
内

高
校
・
一
般
の
部
　
入
賞
10
点
以
内

入
賞
者
名
は
、
10
月
中
旬
、
長
門
市
立
図
書

開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
！

８
月
31
日
ま
で
の
平
日
に
限
り
、
開
館
時
間

を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。
土
・
日

は
通
常
ど
お
り
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

９
月
15
日
（月）
と
16
日
（火）
は
休
館
し
ま
す

９
月
15
日
（月）
は
敬
老
の
日
で
祝
日
と
な
る
た

め
本
館
・
分
館
と
も
休
館
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

翌
16
日
（火）
も
振
替
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

第
４
回
郷
土
歴
史
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
　
時
　
９
月
20
日
（土）
13：

30
〜
15：

00

●
演
　
題
　
「
近
松
門
左
衛
門
」

●
講
　
師
　
利
重
　
忠
　
氏

●
場
　
所
　
図
書
館
　
２
階
視
聴
覚
室

●
申
込
先
　
長
門
市
立
図
書
館
（
要
申
込
）

「
私
の
好
き
な
本
で
」
賞
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
10
月
１
日
で
、
長
門
市
立
図
書
館

は
新
館
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
「
わ
た
し
の
お

す
す
め
！
こ
の
１
冊
」
と
題
し
た
本
の
推
薦
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。

９／６（土）13：30～
「やったぜ！なっとうボーイ④

いい菌星の子どもたち」
（20分）

９／27（土）13：30～
「こどもにんぎょう劇場⑥

世界編」
（45分）

館
内
に
掲
示
し
、
表
彰
は
11
月
１
日
開
催
の
新

館
開
館
10
周
年
記
念
事
業
に
お
い
て
行
い
ま

す
。
ま
た
、
入
賞
作
品
と
推
薦
さ
れ
た
本
は
、

当
日
掲
示
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の

著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

【
主
催
】
長
門
市
立
図
書
館

新
着
案
内
（
一
部
）

「
東
京
島
」
桐
野
夏
生
、「
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」
林

真
理
子
、「
や
つ
ら
を
高
く
吊
る
せ
」
馳
星
周
、

「
茨
の
木
」
さ
だ
ま
さ
し
、「
斜
陽
に
立
つ
」
古

川
薫
、「
傀
儡
」
坂
東
眞
砂
子
、「
暗
黒
天
使
メ

ス
ト
ラ
ー
ル
」
ク
リ
フ
・
マ
ク
ニ
ッ
シ
ュ
、「
ナ

チ
の
亡
霊
（
上
・
下
）」
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ロ
リ
ン

ズ
「
携
帯
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
で
給
料
の
３
倍
稼

ぐ
方
法
」
加
藤
義
孝
、「
読
売
VS
朝
日
21
世
紀
・

日
本
の
ゆ
く
え
」
読
売
新
聞
論
説
委
員
会
、「
歴

代
首
相
」
小
林
弘
忠
、「
た
っ
た
一
人
の
大
き
な

力
」
蓮
見
太
郎
、「
自
力
農
力
」
尾
崎
零
　
、

「
油
彩
画
超
入
門
光
と
影
を
描
く
」
中
西
繁
ほ
か

熊
野
権
現
社
は
三
隅
中
の
中
村
集
落
に
あ

る
。「
当
社
再
興
の
儀
は
寛
文
三
年
（
六
六

三
）
の
頃
、
霊
験

れ

い

け

ん

の
儀
有
之

ぎ

こ

れ

あ

り

、
地
下

じ

げ

中
よ
り

申
立
、
弘
法
堂

こ

う

ぼ

う

ど

う

一
宇

い

ち

う

建
立

こ
ん
り
ゅ
う

仕
つ
か
ま
つ

り
候
」（
風
土

注
進
案
記
）、
つ
ま
り
、
当
時
、
権
現
社

（
弘
法
堂
）
を
再
建
し
た
い
と
地
元
関
係
者

か
ら
勘
場

か

ん

ば

（
藩
の
郡
役
所
）
に
申
し
出
が
あ

り
、
地
な
ら
し
を
し
た
と
こ
ろ
地
中
か
ら
数

枚
の
銅
鏡
、
鉄
ふ
う
（
口
の
す
ぼ
ま
っ
た
大

釜
）、
石
の
狛
犬

こ

ま

い

ぬ

二
体
が
出
て
き
た
。

す
ぐ
に
代
官
所
か
ら
藩
へ
通
達
、
藩
で
は

「
往
古
よ
り
由
緒

ゆ

い

し

ょ

有
り
」
と
し
て
大
権
現
宮

の
建
立
を
代
官
所
を
通
じ
て
地
元
へ
公
儀

こ

う

ぎ

御
普
請

ご

ふ

し

ん

に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
神
殿
は
藩
の
費

用
を
も
っ
て
当
て
ら
れ
、
三
年
後
の
寛
文
六

年
四
月
二
十
七
日
に
遷
宮

せ

ん

ぐ

う

さ
れ
て
い
る
。

現
在
祭
ら
れ
て
い
る
御
神
体
は
懸
佛

か
け
ぼ
と
け

（
金

銅
佛
）、
銅
鏡
（
神
鏡
）、
阿
弥
陀
如
来
像
で

あ
る
。
ま
た
同
時
に
掘
り
出
さ
れ
た
石
の
狛

犬
は
雄
雌

ゆ

う

し

の
獅
子
型
の
一
対
で
、
子
獅
子
を

あ
や
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
狛
犬
は
、

神
社
に
置
か
れ
た
守
護

し

ゅ

ご

獣じ
ゅ
う

で
石
の
像
で
あ

る
。
古
く
は
宮
中
の
御
簾

み

す

（
す
だ
れ
）
や

几
帳

き

ち

ょ

う

（
屏
風

び

ょ

う

ぶ

の
一
種
）
の
あ
お
り
止
め
の
小

三
隅

熊
野
権
現
社
の
狛
犬

こ

ま

い

ぬ

境内にあるナギの木

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
生
ま
れ
変
わ
り
の
村
」
森
田
健
、「
賢
く
老
い

る
生
活
術
」
中
島
健
二
、「
テ
レ
ビ
の
品
格
」
横

澤
彪
、「
命
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
松
永
正
訓
、「
草

葉
の
陰
で
見
つ
け
た
も
の
」
大
田
十
折
、「
ス
コ

ル
タ
の
太
陽
」
ロ
ラ
ン
・
ゴ
デ
、「
宇
宙
に
お
い

で
よ
！
」
野
口
聡
一
、「
カ
ッ
チ
ョ
マ
ン
が
や
っ

て
き
た
！
」
ミ
ニ
・
グ
レ
イ
　
ほ
か

居
眠
り
運
航
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

熊野権現社

二体の狛犬

期
間
　
９
月
８
日
〜
14
日

居
眠
り
に
よ
る
乗
揚
げ
海
難
が
増
え
て
い
ま
す

あ
く
び
は
居
眠
り
の
最
終
関
門
！

眠
気
対
策
の
徹
底
を
！

●
労
働
時
間
の
上
限
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か

●
長
時
間
の
操
業
で
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か

●
睡
眠
・
休
息
は
十
分
と
っ
て
い
ま
す
か

●
酒
気
帯
び
で
の
運
航
は
や
め
ま
し
ょ
う

眠
気
を
感
じ
た
ら
、

●
椅
子
か
ら
立
っ
て
体
を
動
か
す

●
外
気
に
当
た
る
（
冷
気
な
ら
効
果
大
）

●
コ
ー
ヒ
ー
、
緑
茶
な
ど
カ
フ
ェ
イ
ン
を
摂
る

●
ガ
ム
を
噛
ん
で
顎
に
力
を
入
れ
る



８
月
２
日
、
仙
崎
み
す
ゞ
通
り
で

「
第
10
回
み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
通
り
全
体
が
華
や
か

な
200
本
余
り
の
笹
飾
り
と
提
灯
で
彩
ら

れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

祭
り
は
、
み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団

の
元
気
な
合
唱
で
幕
を
開
け
、
仙
崎
小

学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
み
す
ゞ
通

り
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
祭
り
の
催
し
は
３
つ
の
会
場
で

同
時
に
進
行
し
、
仙
崎
小
学
校
児
童
に
よ
る
鯨
歌
、
仙
崎
祇
園
囃
子

と
舞
妓
の
踊
り
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
百
本
の
笹
飾
り
が
夜
風
に
揺
れ
て

み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り




